
(57)【要約】

【課題】　　　　　　焼却炉から排出する未燃ガス、特

にＨＣＮを後燃焼により完全燃焼させる後燃焼装置を提

供する。

【解決手段】　　　　焼却炉出口から熱回収装置に至る

煙道３１の途中に排ガスの流速を増加させる縮流部３２

を設けることで、排ガスが縮流部３２を通過するのに際

して、流路断面積の減少する縮流領域３３において排ガ

スの流速が増加して排ガス中に残留する空気と未燃ガス

成分との接触頻度が増加し、高温環境下で未燃ガス成分

が後燃焼により完全燃焼する。

【選択図】　　　　　図３

JP 2006-308255 A 2006.11.9



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
焼 却 炉 出 口 か ら 熱 回 収 装 置 に 至 る 排 ガ ス 流 路 途 中 に 排 ガ ス の 流 速 を 増 加 さ せ る 縮 流 部 を 設
け た こ と を 特 徴 と す る 後 燃 焼 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 後 燃 焼 装 置 に 関 し 、 焼 却 炉 か ら 排 出 す る 未 燃 ガ ス 、 例 え ば Ｃ Ｏ 、 Ｈ Ｃ Ｎ 等 を 完
全 燃 焼 さ せ る 技 術 に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 下 水 汚 泥 を 焼 却 す る 設 備 と し て は 、 例 え ば 気 泡 流 動 床 炉 や 循 環 流 動 床 炉 が あ る 。
気 泡 流 動 床 炉 は 、 脱 水 処 理 し た 汚 泥 を 流 動 す る 高 温 の 砂 で 包 み 込 ん で 蒸 発 ・ 分 解 ・ 燃 焼 さ
せ る も の で 、 炉 本 体 は 流 動 空 気 散 気 装 置 、 砂 層 部 、 フ リ ー ボ ー ド 部 で 構 成 し 、 補 助 装 置 と
し て 砂 層 上 部 に 設 け る 始 動 バ ー ナ と 砂 層 中 部 に 設 け る 砂 中 バ ー ナ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 気 泡 流 動 床 炉 で は 、 燃 焼 排 ガ ス で 予 熱 し た 流 動 空 気 を 流 動 空 気 散 気 装 置 に よ っ て 砂
層 部 に 噴 出 さ せ 、 こ の 噴 出 す る 空 気 で 砂 を 攪 拌 、 混 合 し 、 砂 中 バ ー ナ に よ っ て 砂 層 の 温 度
を 制 御 し つ つ 、 砂 層 上 部 に 投 入 す る 汚 泥 を 高 温 の 砂 で 包 み 込 ん で 蒸 発 ・ 分 解 ・ 燃 焼 さ せ る
。 燃 焼 ガ ス は フ リ ー ボ ー ド に お い て 未 燃 分 を 燃 や し つ く し て 、 灰 と と も に 炉 上 部 か ら 排 出
し 、 灰 は 熱 回 収 の 後 に 、 例 え ば 電 気 集 塵 機 や バ グ フ ィ ル タ ー 等 の 集 塵 装 置 で 捕 集 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 循 環 流 動 床 炉 は 、 炉 内 を 循 環 す る 流 動 砂 中 で 汚 泥 を 燃 焼 さ せ る も の で あ り 、 炉 本 体 は ラ
イ ザ ー 部 、 ホ ッ ト サ イ ク ロ ン 、 ダ ウ ン カ マ ー 部 で 構 成 し 、 ラ イ ザ ー 部 に 始 動 バ ー ナ 、 助 燃
バ ー ナ 、 燃 焼 空 気 を 供 給 す る 分 散 パ イ プ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 循 環 流 動 床 炉 で は 、 分 散 パ イ プ か ら ラ イ ザ ー 部 に 供 給 す る 空 気 に よ っ て 砂 を ラ イ ザ
ー 部 に お い て 流 動 さ せ 、 排 ガ ス と と も に ラ イ ザ ー 部 か ら 流 出 す る 砂 を ホ ッ ト サ イ ク ロ ン で
回 収 し 、 回 収 し た 砂 を ダ ウ ン カ マ ー 部 を 通 し て ラ イ ザ ー 部 に 循 環 し 、 砂 が ダ ウ ン カ マ ー 部
か ら ラ イ ザ ー 部 へ 戻 る 。 汚 泥 は ラ イ ザ ー 部 に 設 け た ケ ー キ 投 入 機 に よ っ て 投 入 さ れ 、 汚 泥
が 砂 と と も に ラ イ ザ ー 部 を 上 昇 す る 間 に 、 汚 泥 を 分 解 ・ 燃 焼 さ せ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ － １ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ５ １ － １ １ ４ ３ ４ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 下 水 汚 泥 は 窒 素 分 が 多 い た め に 、 下 水 汚 泥 を 焼 却 し た 際 に 焼 却 炉 か ら 排 出 す
る 排 ガ ス 中 に Ｎ Ｈ ３ や Ｈ Ｃ Ｎ が 含 ま れ る 。 こ の Ｎ Ｈ ３ や Ｈ Ｃ Ｎ は 排 煙 処 理 塔 で 排 ガ ス か ら
水 に 移 行 し 、 返 流 水 と し て 焼 却 設 備 か ら 排 出 さ れ 、 排 出 さ れ た 返 流 水 を 処 理 す る 水 処 理 設
備 に 悪 影 響 が 現 れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 焼 却 炉 か ら 排 出 す る 排 ガ ス 中 に 未 燃 ガ ス と し て Ｃ Ｏ 、 Ｈ Ｃ 、 Ｎ Ｈ ３ 、 Ｈ Ｃ Ｎ が 残 留 す る
原 因 と し て 炉 内 温 度 、 滞 留 時 間 、 攪 拌 ・ 混 合 の 要 素 が 関 与 す る と こ と が 分 か っ て お り 、 炉
内 温 度 不 足 、 ガ ス 滞 留 時 間 の 不 足 お よ び ガ ス 混 合 ・ 攪 拌 不 足 に よ っ て 未 燃 ガ ス が 発 生 す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た 気 泡 流 動 床 炉 で は フ リ ー ボ ー ド 部 で の ガ ス 滞 留 時 間 が 長 い の で 、 排 ガ ス 中 の 未
燃 ガ ス は 少 な い 。 し か し 、 循 環 流 動 床 炉 は ラ イ ザ ー 部 か ら ホ ッ ト サ イ ク ロ ン に 達 す る ま で
の ガ ス 滞 留 時 間 が 短 く 、 排 ガ ス 中 の 未 燃 ガ ス が 多 く な る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
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　 本 発 明 は 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 焼 却 炉 か ら 排 出 す る 未 燃 ガ ス 、 例 え ば Ｃ
Ｏ 、 Ｈ Ｃ Ｎ 等 を 燃 料 を 追 加 せ ず に 後 燃 焼 で 完 全 燃 焼 さ せ る 後 燃 焼 装 置 を 提 供 す る こ と を 目
的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 後 燃 焼 装 置 は 、 焼 却 炉 出 口 か ら 熱 回 収 装 置 に
至 る 排 ガ ス 流 路 途 中 に 排 ガ ス の 流 速 を 増 加 さ せ る 縮 流 部 を 設 け た も の で あ る 。
　 上 記 し た 構 成 に よ り 、 焼 却 炉 出 口 か ら 排 出 す る 排 ガ ス は 、 例 え ば ８ ０ ０ ～ ８ ５ ０ ℃ の 高
温 状 態 に あ る 。 こ の た め 、 焼 却 炉 出 口 か ら 熱 回 収 装 置 に 至 る 排 ガ ス 流 路 は 、 排 ガ ス 中 に 残
留 す る 空 気 と 未 燃 ガ ス 成 分 で あ る Ｃ Ｏ 、 Ｈ Ｃ 、 Ｎ Ｈ ３ 、 Ｈ Ｃ Ｎ 等 が 反 応 し て 燃 焼 す る の に
十 分 な 高 温 の 好 適 な 環 境 と い え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 高 温 環 境 下 に お い て 排 ガ ス は 排 ガ ス 流 路 途 中 に 設 け た 縮 流 部 を 通 過 す る 。 排 ガ ス が
縮 流 部 を 通 過 す る の に 際 し て 、 流 路 断 面 積 の 減 少 す る 縮 流 領 域 に お い て 排 ガ ス の 流 速 が 増
加 し て 排 ガ ス 中 に 残 留 す る 空 気 と 未 燃 ガ ス 成 分 と の 接 触 頻 度 が 増 加 し 、 高 温 環 境 下 で 未 燃
ガ ス 成 分 が 後 燃 焼 に よ り 完 全 燃 焼 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 焼 却 炉 か ら 排 出 す る 空 気 お よ び 未 燃 ガ ス を 含 む 排 ガ ス は 、 高 温 環 境 下
に お い て 流 路 断 面 積 の 減 少 す る 縮 流 領 域 を 通 過 す る 際 に 、 流 速 が 増 加 し て 排 ガ ス 中 に 残 留
す る 空 気 と 未 燃 ガ ス 成 分 と の 接 触 頻 度 が 増 加 す る こ と に よ り 、 Ｈ Ｃ Ｎ 等 の 未 燃 ガ ス を 後 燃
焼 に よ り 完 全 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ ～ 図 ２ に お い て 、 焼 却 設 備
は 概 略 的 な 構 成 に お い て 、 下 水 汚 泥 等 の 脱 水 汚 泥 を 貯 留 す る 脱 水 汚 泥 貯 留 設 備 １ ０ と 、 脱
水 汚 泥 貯 留 設 備 １ ０ か ら 供 給 す る 脱 水 汚 泥 を 焼 却 す る 焼 却 炉 を な す 循 環 流 動 床 炉 ２ ０ と 、
循 環 流 動 床 炉 ２ ０ か ら 排 出 す る 排 ガ ス の 熱 エ ネ ル ギ ー を 回 収 す る 熱 回 収 装 置 を な す 空 気 予
熱 器 ３ ０ お よ び 白 防 用 熱 交 換 器 ４ ０ と 、 排 ガ ス を 所 定 温 度 に 冷 却 す る 冷 却 塔 ５ ０ と 、 冷 却
塔 ５ ０ か ら 供 給 す る 所 定 温 度 の 排 ガ ス か ら 飛 灰 を 除 去 す る バ グ フ ィ ル タ ６ ０ と 、 バ グ フ ィ
ル タ ６ ０ を 通 過 し た 排 ガ ス 中 の 有 害 成 分 を 除 去 す る 排 煙 処 理 塔 ７ ０ お よ び 煙 突 ８ ０ か ら な
る 。 空 気 予 熱 器 ３ ０ で 加 熱 し た 燃 焼 空 気 は 循 環 流 動 床 炉 ２ ０ に 供 給 し 、 白 防 用 熱 交 換 器 ４
０ で 加 熱 し た 空 気 は 煙 突 ８ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に 本 発 明 に 係 る 構 成 の 要 部 を 説 明 す る 。 脱 水 汚 泥 貯 留 設 備 １ ０ は 、 脱 水 汚 泥 貯 留 サ
イ ロ １ １ と 、 脱 水 汚 泥 貯 留 サ イ ロ １ １ の 脱 水 汚 泥 を 循 環 流 動 床 炉 ２ ０ へ 供 給 す る 脱 水 汚 泥
投 入 ポ ン プ １ ２ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 循 環 流 動 床 炉 ２ ０ は 、 炉 本 体 が ラ イ ザ ー 部 ２ １ 、 ホ ッ ト サ イ ク ロ ン ２ ２ 、 ダ ウ ン カ マ ー
部 ２ ３ で 構 成 し 、 ラ イ ザ ー 部 ２ １ に 始 動 バ ー ナ ２ ４ ａ 、 助 燃 バ ー ナ ２ ４ ｂ 、 汚 泥 投 入 機 ２
５ 、 燃 焼 用 空 気 を 供 給 す る 分 散 パ イ プ ２ ６ を 備 え 、 ラ イ ザ ー 部 ２ １ の 下 端 に 砂 排 出 コ ン ベ
ア ２ ７ ａ お よ び 砂 選 別 機 ２ ７ ｂ を 有 し 、 砂 選 別 機 ２ ７ ｂ と ラ イ ザ ー 部 ２ １ の 中 段 に 設 け た
砂 ホ ッ パ ２ ８ を 砂 搬 送 コ ン ベ ア ２ ９ で 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 空 気 予 熱 器 ３ ０ は 排 ガ ス が 下 降 流 で 通 過 す る 通 気 路 を 有 し て お り 、 頂 部 が 排 ガ ス 流 路 を
な す 煙 道 ３ １ を 介 し て ホ ッ ト サ イ ク ロ ン ２ ２ の 排 ガ ス 出 口 に 連 通 し て い る 。 図 ３ に 示 す よ
う に 煙 道 ３ １ の 途 中 に は 後 燃 焼 装 置 を 構 成 す る 縮 流 部 ３ ２ を 設 け て い る 。 縮 流 部 ３ ２ は 流
路 断 面 積 が 減 少 す る 縮 流 領 域 ３ ３ を 形 成 し て 排 ガ ス の 流 速 を 増 加 さ せ る も の で あ り 、 過 剰
な 圧 力 損 失 、 ば い じ ん の 堆 積 に よ る 煙 道 閉 鎖 等 が 発 生 し な い よ う に 、 煙 道 ３ １ の 流 路 断 面
積 に 対 す る 縮 流 領 域 ３ ３ の 最 小 流 路 断 面 積 の 割 合 （ 開 口 率 ） が ５ ０ ％ 以 上 と な る 形 状 を 有
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す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 上 記 し た 構 成 に お け る 作 用 を 説 明 す る 。 循 環 流 動 床 炉 ２ ０ は 、 空 気 予 熱 器 ３ ０ か
ら 供 給 す る 所 定 温 度 に 予 熱 し た 燃 焼 空 気 を 分 散 パ イ プ ２ ６ か ら 噴 出 さ せ 、 ラ イ ザ ー 部 ２ １
の 内 部 に 上 昇 流 を 生 じ さ せ る 。 ま た 、 始 動 バ ー ナ ２ ４ ａ お よ び 助 燃 バ ー ナ ２ ４ ｂ を 燃 焼 さ
せ て ラ イ ザ ー 部 ２ １ に 形 成 す る 砂 層 を 加 熱 し て 所 定 温 度 に 維 持 し 、 脱 水 汚 泥 貯 留 サ イ ロ １
１ か ら 脱 水 汚 泥 投 入 ポ ン プ １ ２ で 供 給 す る 脱 水 汚 泥 を 汚 泥 投 入 機 ２ ５ に よ っ て ラ イ ザ ー 部
２ １ の 砂 層 中 に 投 入 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ラ イ ザ ー 部 ２ １ へ 投 入 し た 汚 泥 は 砂 と と も に ラ イ ザ ー 部 ２ １ を 上 昇 す る 間 に 分 解 ・ 燃 焼
さ せ 、 発 生 す る 排 ガ ス は ホ ッ ト サ イ ク ロ ン ２ ２ に 導 い て 排 ガ ス と と も に ラ イ ザ ー 部 ２ １ か
ら 流 出 す る 砂 を 回 収 す る 。 回 収 し た 砂 は ダ ウ ン カ マ ー 部 を 通 し て ラ イ ザ ー 部 ２ １ に 循 環 し
、 砂 を 分 離 し た 排 ガ ス は 煙 道 ３ １ を 通 し て 空 気 予 熱 器 ３ ０ へ 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ラ イ ザ ー 部 ２ １ の 下 端 か ら 砂 排 出 コ ン ベ ア ２ ７ ａ で 搬 出 す る 砂 は 砂 選 別 機 ２ ７ ｂ で 選 別
し 、 適 正 粒 径 の 砂 を 砂 搬 送 コ ン ベ ア ２ ９ を 通 し て 砂 ホ ッ パ ２ ８ へ 供 給 し 、 砂 ホ ッ パ ２ ８ か
ら ラ イ ザ ー 部 ２ １ へ 循 環 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 焼 却 炉 出 口 を な す ホ ッ ト サ イ ク ロ ン ２ ２ の 排 ガ ス 出 口 か ら 煙 道 ３ １ に 排 出 す る 排 ガ ス は
例 え ば ８ ０ ０ ～ ８ ５ ０ ℃ の 高 温 状 態 に あ り 、 こ の 煙 道 ３ １ は 排 ガ ス 中 に 残 留 す る 空 気 と 未
燃 ガ ス 成 分 で あ る Ｃ Ｏ 、 Ｈ Ｃ 、 Ｎ Ｈ ３ 、 Ｈ Ｃ Ｎ 等 が 反 応 し て 燃 焼 す る の に 十 分 な 高 温 の 好
適 な 環 境 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 高 温 環 境 下 に お い て 排 ガ ス は 煙 道 ３ １ の 途 中 に 設 け た 縮 流 部 ３ ２ を 通 過 す る 。 排 ガ
ス が 縮 流 部 ３ ２ を 通 過 す る の に 際 し て 、 流 路 断 面 積 の 減 少 し た 縮 流 領 域 ３ ３ に お い て 排 ガ
ス の 流 速 が 増 加 し て 排 ガ ス 中 に 残 留 す る 空 気 と 未 燃 ガ ス 成 分 と の 接 触 頻 度 が 増 加 し 、 高 温
環 境 下 で 未 燃 ガ ス 成 分 が 後 燃 焼 に よ り 完 全 燃 焼 し 、 Ｃ Ｏ 、 Ｈ Ｃ 、 Ｎ Ｈ ３ 、 Ｈ Ｃ Ｎ 等 が 除 去
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 縮 流 部 ３ ２ の 縮 流 領 域 ３ ３ は 流 路 断 面 積 が 漸 減 し た 後 に 、 漸 増 す る
形 状 を な す が 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 縮 流 部 ３ ２ は 煙 道 ３ １ に 介 装 す る 単 板 ３ ４ に 、 上 述 し
た 縮 流 領 域 ３ ３ と 同 様 の 開 口 率 で 開 孔 ３ ５ を 形 成 す る こ と に よ り 具 現 す る こ と も 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ５ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 縮 流 部 ３ ２ は 単 板 ３ ４ に 複 数 の 小 開 孔 ３ ６ を 形 成
し 、 小 開 孔 ３ ６ の 総 開 口 面 積 が 上 述 し た 縮 流 領 域 ３ ３ と 同 様 の 開 口 率 と な る 形 状 と す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 単 板 ３ ４ に よ っ て 縮 流 部 ３ ２ を 構 成 す る 場 合 に 、 熱 応 力 に よ る 変 形 を 考 慮 す る と 、
単 板 ３ ４ を 拘 束 し な い 状 態 で 煙 道 ３ １ に 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の た め 、 単 板 ３ ４ に
支 持 部 ３ ７ を 設 け 、 煙 道 ３ １ の 一 部 を な す 空 気 予 熱 器 ３ ０ の 頂 部 に 水 平 な 姿 勢 で 挿 入 し て
支 持 部 ３ ７ で 保 持 し 、 排 ガ ス の 下 降 流 中 に 縮 流 部 ３ ２ を な す 単 板 ３ ４ を 拘 束 し な い 状 態 で
配 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 下 降 流 中 に 単 板 ３ ４ を 配 置 す る 場 合 に は 単 板 ３ ４ の 上 流
側 面 に 煤 塵 が 滞 留 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う に 、 縮 流 部 ３ ２ を な す 単 板 ３ ４ の 小 開 孔 ３ ６ に 所 定 長
の チ ュ ー ブ 状 体 ３ ８ を 配 置 し 、 縮 流 領 域 ３ ３ を 長 く 形 成 し 、 排 ガ ス 流 速 が 増 加 す る 時 間 を
長 く と っ て 排 ガ ス 中 に 残 留 す る 空 気 と 未 燃 ガ ス 成 分 と の 接 触 頻 度 を 増 加 さ せ 、 高 温 環 境 下
で の 未 燃 ガ ス 成 分 の 完 全 燃 焼 を 促 進 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 焼 却 設 備 の 概 略 フ ロ ー シ ー ト の 一 部 を 示 す 図
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 焼 却 設 備 の 概 略 フ ロ ー シ ー ト の 一 部 を 示 す 図
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 後 燃 焼 装 置 の 縮 流 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 後 燃 焼 装 置 の 縮 流 部 を 示 す 断 面 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 後 燃 焼 装 置 の 縮 流 部 を 示 す 平 面 図
【 図 ６ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 後 燃 焼 装 置 の 縮 流 部 を 示 す 側 面 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 の 形 態 に お け る 後 燃 焼 装 置 の 縮 流 部 を 示 す 平 面 図
【 図 ８ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 後 燃 焼 装 置 の 縮 流 部 を 示 す 側 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ 　 脱 水 汚 泥 貯 留 設 備
　 １ １ 　 脱 水 汚 泥 貯 留 サ イ ロ
　 １ ２ 　 脱 水 汚 泥 投 入 ポ ン プ
　 ２ ０ 　 循 環 流 動 床 炉
　 ２ １ 　 ラ イ ザ ー 部
　 ２ ２ 　 ホ ッ ト サ イ ク ロ ン
　 ２ ３ 　 ダ ウ ン カ マ ー 部
　 ２ ４ ａ 　 始 動 バ ー ナ
　 ２ ４ ｂ 　 助 燃 バ ー ナ
　 ２ ５ 　 汚 泥 投 入 機
　 ２ ６ 　 分 散 パ イ プ
　 ２ ７ ａ 　 砂 排 出 コ ン ベ ア
　 ２ ７ ｂ 　 砂 選 別 機
　 ２ ８ 　 　 砂 ホ ッ パ
　 ２ ９ 　 　 砂 搬 送 コ ン ベ ア
　 ３ ０ 　 空 気 予 熱 器
　 ３ １ 　 煙 道
　 ３ ２ 　 縮 流 部
　 ３ ３ 　 狭 小 領 域
　 ４ ０ 　 白 防 用 熱 交 換 器
　 ５ ０ 　 冷 却 塔
　 ６ ０ 　 バ グ フ ィ ル タ
　 ７ ０ 　 排 煙 処 理 塔
　 ８ ０ 　 煙 突

10

20

30

(5) JP 2006-308255 A 2006.11.9



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(6) JP 2006-308255 A 2006.11.9



【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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